
1981年出上の木簡

代
の
溝
跡
、
平
安
ぞ
鎌
倉
時
代
の
溝
跡

・
水
田
跡
な
ど
の
遺
構
を
検
出
し
た
。

主
な
出
土
遺
物
に
は
琳
生
時
代
の
丹
塗
土
器
を
含
む
多
量
の
上
器
、
石
器
、
鉄

器
、
ガ
ラ
ス
小
玉
、
青
磁
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
が
出
土
し
た
遺
構
は
北
西
―
南
東
方
向
に
走
る
幅
二
ｍ
前
後
の
溝
で
、

国
鉄
鹿
児
島
本
線
自
木
原
駅
の
西
約

一
〇
〇
ｍ
の
地
点
に
位
置
す
る
。
発
掘
区

が
限
ら
れ
て
い
た
た
め
溝
は
約
二
〇
ｍ
分
を
検
出
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
が
、
溝

内
か
ら
は
八
世
紀
前
を
中
期
ご
ろ
に
比
定
で
き
る
須
恵
器
や
土
師
器
と
と
も
に

木
製
大
型
盤
が
二
個
、
木
簡
が
二
点
出
土
し
た
が
、
前
述
の
よ
う
な
理
由
か
ら

こ
れ
ら
の
遺
物
が
本
来
的
に
属
し
て
い
た
遺
構
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た

こ
の
溝
の
南
方
約
三
〇
〇
ｍ
の
地
点
で
奈
良
時
代
の
版
築
状
遺
構
が
検
出
さ
れ

た
が
、
ン」
れ
は
大
宰
府
と
鴻
帳
館
（筑
紫
館
）
と
を
結
ぶ
官
道
の
可
能
性
も
あ
る
。

木
筒
な
ど
と
直
接
に
は
関
連
し
な
い
が
、
注
目
さ
れ
る
遺
構
で
あ
る
。

福
岡
ｏ
長
野
遺
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所
在
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福
岡
県
北
九
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２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
七
九
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（昭
５４
）
五
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
北
九
州
市
狭
育
文
化
事
業
団

４
　
調
査
担
当
者
　
小
方
泰
宏

・
木
太
久
守

。
佐
藤
浩
司

。
柴
尾
俊
介

・
山
口

信
義

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

・
古
代
官
衝
跡
？

・
中
世
豪
族
居
館
跡
？

６
　
遺
跡
の
年
代
　
古
墳
時
代
を
鎌
倉

・
室
町
時
代

７
　
迫退
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

長
野
遺
跡
は
、
周
防
灘
に
面
し
た
曽
根
平
野
の
や
や
奥
ま
っ
た
低
丘
陵
上

一

帯
に
展
開
し
て
い
る
。
九
州

縦
貫
道
小
倉
東
イ
ン
タ
ー
エ

事
に
伴
な
っ
て
調
査
が
今
も

実
施
さ
れ
て
い
る
。

調
査
は
、
標
高

一
〇
ｍ
ｉ

二
〇
ｍ
の
低
丘
陵
か
ら
竹
馬

川
に
向

っ
て
枝
状
に
張
り
出

し
た
支
丘
陵
部
を
中
心
に
実

施
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容
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冊
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一
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院
剛
剛
団
聰

一
段
百
七
十
歩
」

〔院
力
〕

②

．日
回

一
□
□
□
□

二
点
と
も
上
端
は
二
次
的
に
切
断
さ
れ
て
い
る
。
０
の
左
端
は
文
字
の
間
近

で
切
断
さ
れ
、
断
面
も
不
整
で
あ
り
、
二
次
的
切
断
と
考
え
ら
れ
る
。
田
積
を

記
し
て
い
る
が
、
上
部
を
欠
損
し
て
い
る
の
で
、
内
容
は
引
ら
か
で
な
い
。

９
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係
文
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面
は
未
定
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あ
る
が
、
将
来
報
告
の
予
定
。
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支
丘
陵
上
か
ら
、
古
墳
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
総
数

七
〇
棟
以
上
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
須
恵
器

・
土
師
器
の
他
、
鉄
製
農
工
具
の

出
土
も
多
い
。
な
お
谷
間
か
ら
は
水
田
跡
も
検
出
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
時
代
の

遺
構
は
少
な
く
、
表
基
の
上
羨
と
柱
穴
が
検
出
さ
れ
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
包
含

層
か
ら
出
土
し
た
須
恵
器
椀
の
底
部
に

「
企
救

一
」

「大
」
等
を
墨
書
し
た
も

の
が
あ
る
。
平
安
時
代
に
は
、
竪
穴
住
居
跡
、
掘
立
柱
建
物
跡
の
他
、
支
丘
陵

を
断
ち
切
る
様
な
巾

一
〇
ｍ
、
深
さ
二
ｍ
の
大
清

（空
堀
）
が
あ
り
、　
こ
れ
に

連
続
す
る
支
丘
陵
間
の
谷
間
を
埋
め
て
土
塁
を
作
る
。
大
溝
と
上
塁
を
合
せ
て

全
長

一
二
〇
ｍ
＋
α
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
瓦
数
点
、
緑
釉
、
す
ず
り
、

銅
製
の
帯
金
具
等
が
出
土
し
て
い
る
。
以
上
の
点
か
ら
、
普
通
の
集
落
と
は
異

な
り
、
特
殊
な
性
格
を
も
っ
た
遺
跡
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

木
筒
は
、
丘
陵
西
側
の
試
掘
調
査
ト
レ
ン
チ
の
上
げ
上
の
内
か
ら
採
集
し
た

も
の
で
あ
る
。
出
土
地
点
は
支
丘
陵
先
端
部
の
低
湿
地
に
あ
た
る
。
こ
の
地
点

は
長
野
Ｅ
遺
跡
Ⅱ
区
と
し
て
調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
結
果
で
は
、
青
灰
色
粘

上
が
厚
く
堆
積
し
た
低
湿
地
で
、
か
つ
て
は
声
原
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
上

層
か
ら
木
杭
、
溝
？
等
が
検
出
さ
れ
た
他
、
土
師
器
、
磁
器
の
細
片
が
出
土
し

た
が
時
代
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
木
衛
は
、
こ
の
上
層
か
ら
の
出
土
で
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
が
、
正
確
な
出
土
層
位
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
下
層
か
ら
は
、

古
墳
時
代
の
木
製
鋤

・
完
形
に
近
い
土
器
等
が
出
上
し
て
い
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容
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上
部
は
欠
損
。
材
質
未
確
認
。
ひ
ら
が
な
と
漢
字
と
で
は
、
運
筆
、
筆
圧
等

　

８４

が
異
な
る
様
に
思
え
る
。

９
　
関
係
文
献
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